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減損損失の計上、通期連結業績予想の修正および 

配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、2025 年 12 月期（2025 年 1月 1日～2025 年 12月 31日）において、下記のとおり減損損

失を計上する見込みとなりましたのでお知らせいたします。 

その概要をお知らせするとともに、2025年２月14日に公表いたしました2025年12月期の通期連

結業績予想および配当予想につきましても、下記のとおり修正いたしましたので併せてお知らせ

いたします。 

 

記 

 

１. 減損損失の計上について 

（１）減損損失の内容 

当社は、今期においても営業損失を計上する見通しとなったことから、将来の収益性に関する慎

重な見直しを行いました。その結果、当社の保有する有形固定資産、無形固定資産等について、

帳簿価額の回収可能性が低下していると判断し、固定資産の減損処理を実施することといたしま

した。本減損処理は、国内画像検査事業において継続的に収益が悪化している状況、ならびに今

後の回復見通しが不透明であることを踏まえたものであり、今後の事業環境等を踏まえ、2025 年

12月期決算において、当社の有する有形固定資産、無形固定資産等について、445百万円の減損損

失を特別損失として計上いたします。 

今後も当社は、収益性改善と経営資源の最適化に向けた取り組みを継続してまいります。 

 

（２）業績に与える影響 

 上記の特別損失の計上につきましては、本日公表の「2025年 12月期 第2四半期（中間期）決算

短信[日本基準]（連結）」に反映しております。 

 

２．通期連結業績予想について 

（１）2025年 12月期 通期連結業績予想の修正（2025年１月１日～2025年 12月31日）  

（単位：百万円） 

  

売上高 

 

営業利益 

 

経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 2,700  20  30  20  4 円 32 銭  

今回修正予想 （B） 2,180  △80  △80  △530  △114 円 50 銭  

増減額（B － A） △520  △100  △110  △550  △118 円 82 銭  

増減率（％） △19.3 - - - -  



2 

 

（ご参考）前期実績 

（2024年12月期） 

2,314 △112 △84 △162 △35 円 13 銭  

 

 

（２）差異の理由  

売上高、営業利益及び経常利益につきましては、当初の売上計画から乖離が生じ通期連結業績予

想を下回る結果となりました。また、親会社株主に帰属する当期純利益及び1株当たり当期純利益

は、「１．減損損失の計上について」の通り、当社の有する有形固定資産、無形固定資産等につい

て減損損失を計上したことにより2025年 2月14日に公表いたしました通期連結業績予想を下回る

結果となりました。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり

ますが、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値を異なる可能性があります。 

 

３．配当予想の修正について 

（１）期末配当の内容 

 
年間配当金 

第 2四半期末 

円 銭 

期末 

円 銭 

合計 

円 銭 

前回予想         0 .00                 10 .00                 10 .00 

今回修正予想 0 .00 0 .00 0 .00 

当期実績 0 .00   

前期実績 

(2024年 12月期) 
0 .00 10 .00 10. 00 

 

（２）配当予想修正の理由 

 当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のために内部留保を確保しつつ、安定的かつ継続的

な配当の実施に努めてまいりました。2025 年 12月期の期末配当につきましては、前期に引き続き

当期も純損失を計上する見通しであり、2期連続での赤字計上により、利益剰余金による配当原資

の確保が困難な状況となっております。このような経営環境を総合的に勘案した結果、誠に遺憾

ではありますが、当期の期末配当につきましては無配とさせていただくことといたしました。株

主の皆様には深くお詫びを申し上げます。復配を目指して財政状態の健全化に尽力してまいりま

すので、引き続きご支援賜りますようお願い申し上げます。 


